















学位授与年月日 平成 17 年 3 月 25 日
学位授与の要件 学位規則第 4 条第 1 項該当
情報科学研究科マルチメディア工学専攻












するための重要な要素としてだけではなく、 3 次元 CAD (Computer Aided Design) データや映画・ゲームの中で
の高品質で表現力豊かなコンテンツとしても利用されている。最近では、モデリングソフトウェアや 3 次元形状計測








第 2 章では、 3 次元形状モデ、ルを対象とした様々な検索手法を分析し、検索の際のクエリ形状を作成するためのユ
ーザインタフェースに実物体を用いることを提案した。本手法では、手元のブロックを組み立てるだけでリアルタイ
ムにその 3 次元形状をコンビュータ内に入力することができる機能を有する ActiveCube を利用する。具体的には、
入力されたクエリ形状とデータベース内の 3 次元形状モデルの両方をボクセルデータで表現し、そのボクセルデータ
同士を比較することで類似度判定を行う。
























(2) 3 次元形状モデルの点群表現が利用されはじめていることに着目し、 3 次元形状モデ、ル検索で、利用する際に必要
となってくる均一な点群表現の生成手法を提案している。また、その手法を利用した検索手法に関して論じてい
る。さらに、提案手法をアプリケーションへ導入した事例に関して検討している。
(3) 実物体を用いた検索をより直感的に行うため、 3 次元形状モデルの外観形状だけで、なく、モデ、ルが持つ固有の機
能などの特徴と、その位置を考慮した検索手法を提案している。
以上のように、本論文は実物体を用いた 3 次元形状モデル検索に関する成果を挙げた先a駆的研究として、情報科学
に寄与するところが大きい。よって本論文は博士(情報科学)の学位論文として価値あるものと認める。
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